
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年２月14日

【四半期会計期間】 第76期第３四半期(自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日)

【会社名】 スーパーバッグ株式会社

【英訳名】 Superbag Company, Limited

【代表者の役職氏名】 取締役社長　　福　田　吉　弘

【本店の所在の場所】 東京都豊島区西池袋５丁目18番11号

【電話番号】 (03)3987－9201

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長　　吉　田　精　一

【最寄りの連絡場所】 埼玉県所沢市若狭１丁目2602番地

【電話番号】 (04)2938－1244

【事務連絡者氏名】 取締役経理部長　　吉　田　精　一

【縦覧に供する場所】 スーパーバッグ株式会社　大阪支店

　 (門真市北岸和田２丁目２番34号)

　 株式会社東京証券取引所

　 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

 1/18



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第75期
第３四半期
連結累計期間

第76期
第３四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 26,009,678 26,808,615 33,596,717

経常利益 (千円) 130,797 71,846 141,106

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △32,880 32,154 21,566

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △38,574 31,357 54,108

純資産額 (千円) 3,320,280 3,352,172 3,412,924

総資産額 (千円) 19,477,505 19,510,434 17,627,127

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △2.14 2.10 1.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 16.6 16.8 18.8

　

回次
第75期
第３四半期
連結会計期間

第76期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 9.84 8.96

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 第75期及び第76期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、第75期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の

状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメント

の変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結

子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）におけるわが国経済は、当初東

日本大震災の復興需要などから緩やかな回復基調で推移していたものの、欧州の債務危機問題に加え、円

高の長期化、日中関係の悪化や新興国経済の減速等の影響を受け、景況感が悪化、景気は弱含む展開とな

りました。当社グループを取り巻く経営環境も、低調な個人消費、長引くデフレ、原材料市況の上昇、電力

料金の値上げなど、依然として厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは、安定した収益の確保に向け、引き続き需要の開拓と徹底した

コスト削減による「売上と利益の確保」、「品質および生産効率の向上」、「全社を挙げたコスト・経費

の削減」に重点的に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は26,808百万円（前年同四半期比3.1％増）、営業利

益84百万円（前年同四半期比42.0％減）、経常利益71百万円（前年同四半期比45.1％減）、四半期純利益

32百万円（前年同四半期は四半期純損失32百万円）となりました。

セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

なお、各セグメントのセグメント利益（営業利益）は、「セグメント情報等」に記載のとおり、各セグ

メントに配分していない全社費用662百万円を配分する前の金額であります。

また、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前期比較につきま

しては、変更後の区分に基づいております。

「紙製品事業」

紙製品事業につきましては、主力の手提袋の販売数量の増加により、売上高は前年同四半期に比べ

388百万円増加して10,697百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は原材料価格の上昇をコ

スト削減で補えず生産利益が減少、加えて売上高の増加に伴い販売管理費が増加し、前年同四半期に比

べ36百万円減少して489百万円となりました。

「化成品事業」

化成品事業につきましては、主力のレジ袋の販売数量の増加により、売上高は前年同四半期に比べ

315百万円増加して10,136百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は原材料価格および仕入

価格の上昇に見合った売価修正ができず粗利益率は低下、加えて販売管理費が増加し、前年同四半期に

比べ26百万円減少して178百万円となりました。
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「その他事業」

その他事業につきましては、Ｓ・Ｖ・Ｓ（スーパーバッグ・ベンダー・システム）を主たる事業と

して展開しておりますが、主要なお客様である大手小売業界における経費削減が継続している影響が

あるものの、新規市場の開拓に努め、売上高は前年同四半期に比べ95百万円増加して5,973百万円とな

りました。セグメント利益（営業利益）は売上高の増加により粗利益は増加したものの、販売管理費が

増加し、前年同四半期に比べ4百万円減少して79百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,883百万円増加して19,510

百万円となりました。流動資産は、受取手形及び売掛金が1,429百万円増加、たな卸資産が433百万円増加、

未収入金が85百万円増加した一方、繰延税金資産が64百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末

に比べ2,024百万円増加の13,810百万円となりました。固定資産は、設備投資により有形固定資産が201百

万円増加した一方、有形固定資産の減価償却費257百万円、無形固定資産の減価償却費83百万円により減

少したことなどから、前連結会計年度末に比べ141百万円減少の5,699百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,944百万円増加して16,158百万円となりました。これは、支払手

形及び買掛金が1,264百万円増加、短期借入金及び長期借入金が749百万円増加した一方、賞与引当金が

119百万円減少したことなどによるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ60百万円減少して3,352百万円となりました。これは、四半期純

利益計上により32百万円増加した一方、剰余金の配当で91百万円減少したことなどによるものでありま

す。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の18.8％から16.8％になりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は12百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　

(5) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、政権交代による大型景気対策への期待が高まるものの、国内経済の見通しは

依然として不透明であり、当社を取り巻く経営環境も、原材料価格の上昇や為替の変動による仕入コスト

への影響などから厳しい状況が続くものと認識しております。

このような状況のなか、当社グループは、『収益力のある組織・企業』を基本方針として、安定した収

益の確保に向け、引き続き需要の開拓と徹底したコスト削減による「売上と利益の確保」、「品質および

生産効率の向上」、「全社を挙げたコスト・経費の削減」に重点的に取り組むとともに、中国における紙

袋製造・販売体制の確立を行い、業績の向上と企業の長期発展を目指してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,630,000

計 57,630,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,861,54416,861,544
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株であります。

計 16,861,54416,861,544― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 16,861,544 ― 1,374,755 ― 849,898

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

 5/18



　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,543,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,130,000
15,130 ―

単元未満株式
普通株式

188,544
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 16,861,544― ―

総株主の議決権 ― 15,130 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式873株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
スーパーバッグ株式会社

東京都豊島区西池袋
５－18－11

1,543,000 ― 1,543,0009.16

計 ― 1,543,000 ― 1,543,0009.16

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
(生産本部長兼所沢工場長)

取締役
(生産本部長)

平　野　哲　男 平成24年７月１日

　

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

 6/18



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,141,794 1,212,231

受取手形及び売掛金 ※
 7,286,134

※
 8,715,522

商品及び製品 2,087,835 2,451,183

仕掛品 381,266 315,776

原材料及び貯蔵品 374,733 509,898

短期貸付金 340 336

繰延税金資産 126,278 61,420

その他 396,651 551,798

貸倒引当金 △9,138 △7,495

流動資産合計 11,785,897 13,810,673

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,058,002 6,035,255

減価償却累計額 △4,491,599 △4,540,951

建物及び構築物（純額） 1,566,403 1,494,304

機械装置及び運搬具 10,154,848 10,035,102

減価償却累計額 △9,267,896 △9,214,750

機械装置及び運搬具（純額） 886,952 820,351

土地 1,123,398 1,123,398

リース資産 53,277 61,016

減価償却累計額 △23,171 △31,794

リース資産（純額） 30,105 29,222

建設仮勘定 4,612 90,316

その他 778,306 785,195

減価償却累計額 △708,190 △712,716

その他（純額） 70,116 72,479

有形固定資産合計 3,681,588 3,630,072

無形固定資産

電話加入権 15,691 15,691

リース資産 131,773 93,498

その他 187,401 142,915

無形固定資産合計 334,867 252,105

投資その他の資産

投資有価証券 1,069,731 1,069,474

破産更生債権等 7,085 7,084

事業保険金 129,570 117,895

差入保証金 161,758 162,869

繰延税金資産 256,370 273,986

その他 216,439 202,366

貸倒引当金 △16,180 △16,094

投資その他の資産合計 1,824,774 1,817,582

固定資産合計 5,841,230 5,699,761

資産合計 17,627,127 19,510,434

EDINET提出書類

スーパーバッグ株式会社(E00675)

四半期報告書

 8/18



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 7,654,597

※
 8,918,840

短期借入金 1,739,320 2,331,693

リース債務 62,155 28,863

未払金 477,487 591,193

未払法人税等 25,029 11,613

未払消費税等 43,364 48,157

賞与引当金 238,410 118,725

災害損失引当金 160 160

設備関係支払手形 72,479 3,437

設備関係未払金 48,668 9,613

その他 184,511 228,764

流動負債合計 10,546,184 12,291,063

固定負債

長期借入金 2,650,869 2,807,876

リース債務 36,957 28,547

退職給付引当金 672,952 715,786

役員退職慰労引当金 302,930 310,681

環境対策引当金 4,308 4,308

固定負債合計 3,668,018 3,867,199

負債合計 14,214,202 16,158,262

純資産の部

株主資本

資本金 1,374,755 1,374,755

資本剰余金 1,450,226 1,450,226

利益剰余金 872,797 813,036

自己株式 △256,759 △256,953

株主資本合計 3,441,019 3,381,064

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29,232 29,892

繰延ヘッジ損益 1,050 18,621

為替換算調整勘定 △148,704 △158,272

その他の包括利益累計額合計 △118,421 △109,758

少数株主持分 90,326 80,865

純資産合計 3,412,924 3,352,172

負債純資産合計 17,627,127 19,510,434
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 26,009,678 26,808,615

売上原価 21,953,386 22,770,859

売上総利益 4,056,292 4,037,756

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 1,913,416 1,956,241

給料及び手当 1,177,825 1,194,220

賞与引当金繰入額 59,851 58,080

退職給付引当金繰入額 73,174 76,113

賃借料 140,217 134,055

旅費及び交通費 82,473 81,012

その他の経費 463,303 453,386

販売費及び一般管理費合計 3,910,262 3,953,110

営業利益 146,029 84,645

営業外収益

受取利息 103 219

受取配当金 25,500 26,644

貸倒引当金戻入額 8,385 1,946

持分法による投資利益 16,151 14,989

受取賃貸料 22,295 22,233

作業くず売却益 2,571 5,134

雑収入 19,439 16,817

営業外収益合計 94,447 87,986

営業外費用

支払利息 84,324 79,196

為替差損 5,842 1,354

その他 19,512 20,233

営業外費用合計 109,679 100,785

経常利益 130,797 71,846

特別利益

固定資産売却益 － 3,500

投資有価証券売却益 － 5,182

受取保険金 489 11,520

特別利益合計 489 20,204

特別損失

固定資産除却損 169 2,780

投資有価証券評価損 84,632 －

ゴルフ会員権評価損 － 325

特別損失合計 84,802 3,105

税金等調整前四半期純利益 46,484 88,945

法人税、住民税及び事業税 19,237 27,959

法人税等調整額 65,070 32,909

法人税等合計 84,307 60,868

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△37,823 28,076

少数株主損失（△） △4,943 △4,078

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,880 32,154
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△37,823 28,076

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 48,441 659

繰延ヘッジ損益 △33,683 17,570

為替換算調整勘定 △9,140 △17,007

持分法適用会社に対する持分相当額 △6,368 2,057

その他の包括利益合計 △750 3,280

四半期包括利益 △38,574 31,357

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △32,389 40,817

少数株主に係る四半期包括利益 △6,184 △9,460
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

  (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　
【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、企業集団の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。　

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日)

受取手形 75,590千円 106,236千円

支払手形 70,830 〃 74,652 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

減価償却費 373,872千円 341,342千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 92,657 6 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 91,915 6 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 9,618,1709,821,5576,569,95126,009,678 ― 26,009,678

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,618,1709,821,5576,569,95126,009,678 ― 26,009,678

セグメント利益 490,426204,500120,030814,956△668,927146,029

（注） １　セグメント利益の調整額△668,927千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 10,697,84810,136,9295,973,83826,808,615 ― 26,808,615

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 10,697,84810,136,9295,973,83826,808,615 ― 26,808,615

セグメント利益 489,345178,45779,752747,554△662,90884,645

（注） １　セグメント利益の調整額△662,908千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更しております。

これによる当第３四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微であります。

また、第１四半期連結会計期間より、事業戦略の見直しに伴い、従来「その他事業」に含まれていた品

目の一部について「紙製品事業」として記載する方法に変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報について、変更後の区分方法による「報告セグメン

トごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」は以下のとおりであります。

（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

　 紙製品事業 化成品事業 その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 10,309,3389,821,5575,878,78326,009,678 ― 26,009,678

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 10,309,3389,821,5575,878,78326,009,678 ― 26,009,678

セグメント利益 526,029204,50084,427814,956△668,927146,029

（注） １　セグメント利益の調整額△668,927千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△2円14銭 2円10銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △32,880 32,154

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)(千円)

△32,880 32,154

    普通株式の期中平均株式数(株) 15,348,194 15,318,511

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月12日

スーパーバッグ株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    君和田　　安　二 　　   印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    橋　元　　秀　行  　　  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスー
パーバッグ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成
24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スーパーバッグ株式会社及び連結子会社の平
成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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